
台風２４号の降雨に伴う阿木川ダム防災操作 

～下流河川の水位を低減～ 

 

 
木曽川水系阿木川の阿木川ダム流域では、台風２４号の影響により、９月３０日８時

頃から雨が降り始め、１０月１日２時までの総雨量は約１００．３mm（ダム流域平均雨

量）を記録しました。 

この降雨により、３０日の２２時５４分に、ダム流入量は洪水量（１２０ｍ３/s）に

達し、ダム流入量が最大となった同日２３時８分時点では、ダム流入量の約１５％を貯

留しました。 

 

 

阿木川ダム防災操作の概要 

 

 

 

 

 

 

阿木川ダム防災操作（洪水調節）により、約５万ｍ３の水をダムに貯留したことから、

ダムへの流入量が最大となった時刻におけるダム下流の河川水位は、阿木川ダムがない

場合と比べ、大門
だいもん

地点で約０．１１ｍを低減したものと推定しています。 

 

 

大門地点の水位低減効果 

ダムへの流入量が
最大となった時刻

同時刻における
大門地点の河川水位

同時刻における
ダムがなかった場合の

大門地点の水位
水位低減効果

９月３０日
２３時８分

１．８６m 約１．９７ｍ 約０．１１ｍ

 ＊大門地点：大門水位観測所（恵那市
え な し

長島町
おさしまちょう

正家
し ょ う げ

）地点 

 
 

 
平成３０年 １０月１日 

 
独立行政法人水資源機構 阿木川ダム管理所 

流域平均
総雨量

ダムへの流入量が
最大となった時刻

同時刻における
ダムへの流入量

同時刻における
ダム放流量

同時刻における
ダム貯留量

１００．３mm
９月３０日
２３時８分

毎秒１３０．３６m3 毎秒１１１．０６m3 毎秒１９．３m3



※ 今回の発表は速報値であり、今後の精査により数値等が変わることがあります。

台風２４号の降雨に伴う阿木川ダム防災操作

阿木川ダム最大流入量時に約15％を貯留し、ダム下流の河川水位を約０．１１ｍ低減
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洪水貯留準備水位 EL400.50m

洪水調節開始流量 120m3/s

9/30  21時～22時 １時間最大雨量 16.9mm

9/30  8時～ 10/1  2時 累計雨量 100.3mm

9/30  23時08分

最大流入量 130.36m3/s

最大流入量時

ダム放流量 111.06m3/s

流入量の

約15％を貯留

はん濫注意水位 2.20m
水防団待機水位 1.70m

はん濫危険水位 3.10m

避難判断水位 2.60m

約0.11ｍ 水位低減

9/30 23:00 水位 1.86m

ダムが無かった場合の水位 1.97m

下流河川（大門地点） 水位状況

9/30  23時46分

貯水位 400.19m
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大門地点　位置図

恵那駅

恵那市役所

木曽川

大門地点

阿木川ダム

岐阜県恵那市


